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Summary 
The graft compatibility on Prunus subsp. Cerasus sect. Microcerasus 'jap側 ica'，'gl仰向losa'and 
‘lannesiana WILS. f. viridis' for 10 sweet cherry (P. avium) cultivars was studied to gain the good dwarf 
rootstock. 
(1) The success of the grafting by the scion P. avium on the rootstock 'jaP!llica' was difficult. 
(2) The graft-take in the case of 'glandulosa' rootstock succeeded by the low rate and these scions 
grew up to 80 -100 cm length. Tlie growth grade was superior to 'lannesiana' rootstock but the corn. 
firmation of the graft compatibility would have need of the successive experiments 
(3) The graft method was examined as follow. 
1. The covering of graft-take part with polyethylene bags immediately after grafting was 
more effective than by the coating of the grafting wax. 
2. As to the bud number exarnined， three buds per scion were superior to one bud. 
3. The suitable season of grafting was in the middle of May. 
(4) Anatomical observations about the graft union supported the results of graft experiments in 
the field 
緒 言
能性を示唆する結果を得た9) その際の実験では，つぎ
木数が少なく確実な根拠となるデーグも十分には示すこ
これまで甘果オウトウの慣行栽培用台木として用いら とが出来なかったので，今回は分類学上サクラ亜属
れて来たアオパザクラ P.lannesianaに代るわい化栽培 (Cerasus) Microcerasus節に属し，互いに近縁とされるの
を目的とした優良台木を求めて，種々の試みがなされて 中国原産ニワウメ (P.jap開 ica)とニワザクラ (P.
いるが1，2，4，5，6，8，10) 著者らは先に甘果オウトウ品種 glandnlosa)の2種を供試し，甘果オウトウ品種に対する
‘佐藤錦'に対してニワザクラ P.glandulsaを台木として これらの台木としてのつぎ木活着の成否を比較検討し
用いた場合，両者は互いによく接着し，つぎ木活着の可 た.
* .現山形大学名誉教授 (Professoremeritus， Yamagata University) 
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これら Microcerasusに属する 2種は， 一般に Prn抑制 て，株の違いによる偏りを除く目的で1株内の各校条が
属の各種が喬木になるのとは対照的に何年放置しでも樹 できるだけ異なる試験区・品種の穂木でつがれるように
高 1m前後の範囲を越えることなく地際から多数の細 ランダムに割り振った.穂木に用いた甘果オウトウは10
い吸枝を生じ，かん木状態を呈するものである.そして 栽培品種を用いたが，その入手先は，山形大学農学部の
このような性状であるところから台木に用いた場合のわ 学内，学外附属農場ならびに共著者早坂の果樹園(東根
い化効果を期待した. 市)の3カ所であった.
材料および方法
(1) 材料植物
供試した材料植物は第1表に示した通り，いずれもサ
クラ亜属の3つの異なる節に属する 4種で，そのうち台
木には，ニワウメ (P.jゆ仰にaTHUNB.). ニワザクラ (P.
glandulosa THUNB.)の2種を供試し P.la抑制sia仰を対照
区として用いた.ニワウメ，ニワザクラはいずれも十数
年前，山形県庄内の民家の庭先に植栽されていたものの
分譲によるものであった.これらは山形大学農学部の園
場に於て挿し木と株分けの2法により増殖し，準備され
たが，いずれの増殖法による個体も地際から多数の分け
つを生じ，外観上は全く区別が付かない生育状態を示し
ていた.そこで，増殖法の違いを無視して株を選び用い
た.すなわち，分けつ後およそ 2-3年生で，太さ 8
mm-1 cm前後のあまり老化が進まず，比較的樹皮がや
わらかく，つぎ木に適していると考えられる枝条を株当
たりおよそ3-4本残し，規格外れの余分の枝条はせん
定除去しこれにつぎ木する方法(居つぎ)をとった.そし
穂、木は予め2月中旬ー下旬の頃に採取しピニールで被
覆し，乾燥を防ぎ. 1 "cの冷蔵庫に保管し準備された.
(2)方法
つぎ木は切接法によって行い，約 15cmの高さに切
りつめた台木に対して. 12-13 cmの長さに調節した穂
木を用いた そして穂木はつぎ木用ビニールテープで縛
るという方法を基本とした.
実験区は第2表および第l図に示した通り，台木，穂
木の組合せ，穏木着生芽の制限，およびつぎ木時期によ
り6区とした.
つぎ木活着部の処理方法としては，接着部から穂木に
かけてつぎろうを塗って保護したつぎろう塗布区(1.
m. N.v. V!)と，つぎろうを塗布する代りに穂木・
つぎ木実施部全体を，ポリエチレンの袋で覆う区(11)で
あった.なお，この際の袋は，穂木の芽の伸長・農業後
しばらくして(つぎ木1箇月後).穂、木の着生芽を 1芽に
制限する際に，その一端を切除して ‘蒸れ'から守る方
法をとった.つぎに穂木着生芽については 3芽の他に
Table 1 Classification of plant materials 
Genus Subgenus Section 
Species 
Cultivar 
& Form 
Prunus Cerasus Eucerasus avtum Napoleon 
イシ 。 。 。 Satohnishiki 。 。 4シ 。 Zaohnishiki 
ク 。 。 。 Rockport Bigarreau 
イシ 。 。 ク Tenkohnishiki 。 。 イシ イシ Emperor Francis 。 。 。 。 Bigarreau Jabouley 。 。 ク 。 Hokkoh 。 イシ 。 。 Nanyoh 
イシ 。 。 。 Glorious Stark Gold 。 。 Pseudocerasus lannesia叫a
form机 ridis
イシ 。 Microcerasus Ja，仰ntca
今 。 。 glandulosa 
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Table 2 Experimental Design 
Plot 
Rootstock * Treatments for graft-take part Date of 
No. (buds number per scion) grafting 
I P. jap仰 ica Coating with grafting wax March 28・29
(3 buds) 
H P. j仲間ica Covering with polyethylenebugs April 1 . 3 (3 buds) 
皿 P. japanica Coating with grafting wax April 12 
P. glandulosa (only one bud) 
百 P. glandulosa 
Coating with grafting wax 
April 18・22
(3 buds) 
V P. lannesiana 
Coating with grafting wax 
April 22 
(3 buds) 
VI P. japanica Coating with grafting wax May l3・ 16・18(3 buds) 
* : scions-P. a抑制n10 cultivars 
メ欣丸
B C 
Fig. 1. The methods of grafting. 
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Fig. 2. Elongation of shoot length of scion (P. a仇um
cv. s) grafted on the rootstock P. ja仰仰
(graft-take coati時 withgrafti昭 wax，graft. 
ing date : March 28， 29) 
A : Coating with grafting wax and three buds per 
1芽のものも試みた.この場合，穂木の長さは同じで，
下位節の2芽を除去するようにした.
scion ( 1 ， N， V， VIExperiment plot) 
B : Covering with a plyethylene bag and three buds 
per scion (I Experiment plot) 
C : Coating with grafting wax and noe bud per 
scion 皿Experimentplot) 
また，つぎ木時期は3月下旬(3月28，29日)から 5月
中旬(5月13，16， 18日)であった.
なお，生育調査の方法に関して，新株、長，展葉着生葉
数の調査は最も強い生育をしている芽に限って行い，後
にこれ以外の新梢は掻き取った.新梢長は基部から先端
の葉身部を含まない枝先端までとし，葉数は完全に展葉
を完了した葉の枚数とした.
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Photo. 1. Growth of the shoots and leafings on the rootstock P. jap側 ι
ca， gl仰向losa，and lannesia加 atten weeks after grafting. 
Scion (P. avium cv. s)/Rootstock (plot No.) 
1. a ‘Nanyoh'/P. gl側 dulosa(1) 
b ‘Nanyoh'/P. gl仰 dulosa(II) 
2. c d: 'Satohnishiki'/P.glandulosa (1) 
e ‘Napoleon'/P.glandulosa (1) 
3. ‘Zaohnishiki'/P.glandulosa (il) 
4. ‘Satohnishiki '/ P.lannesiana (V) 
5. Over growth of the scion P. avium (cv.・EmperorFrancis') grafted 
on the rootstock P. gland叫losa(町)
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Table 3 The graft-take rate on Prunus jatanica stock by coating with grafting wax 
。
z 
国
ロ
Scion 
Rootstock 
(P. avium cv. s) 
total (av.) 
Napoleon 
Satohnishiki 
Pru1叫 S
Nanyoh 
jatanica 
Rockport 
Zaohnishiki 
Emp. Francis 
G. Stark Gold 
(leaves) 
40 r- 0一一一。 Napoleon
×ー ーー -x Satohnishiki 
l>_一一一企 Hokkoh 
ロー ーー 一口 Nanyoh 
30ト 0.....0 ZaohnIshiki 
Grafting No. of 
date grafted plants 
87 
Mar. 28 10 
イシ イシ 11 
イシ イシ 11 
イシ 。 19 
Mar. 29 14 
ク ぞシ 11 。 イシ 11 
ミ20
v 
..l 
10 
。
10 15 
Time (Week) 
Fig. 3. Leafing of scion (P. avium cv. s)grafted on 
the rootstock P. jatanica (graft-take coating 
with grafting wax， grafting date : March 28， 
29) 
結果および考察
A.つぎろう塗布区における台木，ニワウメ・ニワザ
No. of No. of 
Sprouting shoot 
sprouti時(%) graft -take (%) length 
Ocm 0-lOcm 10ζ 
46(52.9) 22(25.3) 8 14 O 
1 (10.0) 1(10.0) O 1 O 
9 (81. 8) 3(27.3) O 3 O 
5 (45.5) 2 (18.2) O 2 O 
5(26.3) 1 ( 5.3) 1 O O 
8 (57 .1) 4(28.6) 1 3 O 
10(90.9) 5 (45.5) 4 1 。
8(72.7) 6(54.5) 2 4 O 
Photo. 2. Surface of the graft union of the rootstock 
(P. jatanica) forced to separate. 
V Vascular tissue or element derived from sand. 
wiched callus tissue 
Ca : Calluses formed between stock and scion 
クラ・アオパザクラの比較 が，他の品種は全てこれより少なかった.
① ニワウメを台木に用いた場合:試験区 I また，生育の途中に枯死に向かった個体について，接
3月末実施のものであったが供試甘果オウトウ10品 着部で台木と穂木を強制的に分離して接着面を調べた結
種平均19.8%(第3表，第2図)の活着率を示し，その新果，写真一2に示したように台木，穏木両方の側にカル
柏、の伸長は 10cmを越えるものは無かった.接着した スは勿論，管束要素(vascularelement)，あるいは管束
全個体の 1/3(8本)は全く新梢の伸長を見ないまま，口 組識(vascularsystem)と見られるものも形成されてい
ゼット状に 1箇所で複数の葉を展開し， 2/3 (16本)が 10 た.
cm末満の長さまで伸長したのに止まった(写真 1- 1 ② ニワザクラの場合:試験区N
-a). 4月中旬実施のものであるが，供試甘果オウトウ10品
つぎに，つぎ木伸長後の展葉着生数は第3図に示すよ 種平均の活着率は12.7%(第4表)で，ニワウメの場合よ
うに，品種‘ナポレオン'の展葉数は20枚を越えている りも低い値を示したが，台木上の新梢の伸長，展葉数は
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Table 4 The graft-take rate on Prunus glandulosa stock by coating with grafting wax 
Rootstock 
Pru抑制
glandulosa 
(c皿)
100 
90 
80 
70 
60 
50 
主 40
c ω 
“ 230 
(/) 
20 
10 
。
Scion 
(P. av仰 mcv. s) 
total (av.) 
Napoleon 
Satohnishiki 
Nanyoh 
Rockport 
Zaohnishiki 
Emp. Francis 
G. Stark Gold 
。一ー -0 Napol回 n
ローーー ロ Nanyoh ・--.E. Francis 
x--x Satohnishiki 
5 
Grafting 
date 
Apr. 18 
イシ 。
。 22 
ク 18 
。 22 
イシ 。
。 イシ
10 
Time (Week) 
No. of 
grafted plants 
79 
11 
10 
13 
13 
11 
11 
10 
15 
Fig. 4. Elongation of shoot length of scion (P. a仇um
4 cv. s) grafted on the rootstock P. glandulo. 
sa (graft-take coating with grafting wax， 
grafting date : Apr. 22) 
。
Z 
No. of 
sprouting (%) 
53 (67 .1) 
10( 90.9) 
10(100.0) 
8( 61.5) 
11( 84.6) 
4( 36.4) 
1O( 90.9) 
o ( 0.0) 
(Leaves) 
50 
No. of 
graft -take (%) 
10(12.7) 
1 ( 9.1) 
3(30.0) 
l( 7.7) 
o ( 0.0) 
o ( 0.0) 
5(45.5) 
O( 0.0) 
40 。--0 Napol田 n
ロ--ロN四 yob
30 
・一・ E. Francis 
x-ーーー-)(SatohnIshiki 
Sprouting shoot 
length 
Ocm 0-10cm 10;五
O 2 8 
O O 1 
O l 2 
O O 1 。 O 。。 O 。
O 1 4 
O O O 
言20
』
'" .， J 
10 
。
5 10 15 
Time (Week) 
Fig. 5. Leafing of scion (P. a仇um4 cv. s)grafted on 
the rootstock P. glandulosa (graft-take coat. 
ing with grafting wax， grafting date Apr. 
22) 
第4図 5図，写真1-2に示したように生育は非常に
良く，品種ナポレオンのように 1m(40葉)を越すものも
みられ，ニワウメを台木とした場合の伸長程度とは明か
な差が認められた.なお，活着したものはすべて写真1
-5に示したような台負け現象が見られた.
① ‘アオパザクラ'の場合:試験区V
対照区としてのアオパザクラ台を用いた場合は4月中
旬実施のものであるが，供試甘果オウトウ品種サトウニ
シキのつぎ木結果は， 62.5% (第5表)の活着率で，ニワ
ウメ・ニワザクラを含めた 3穫の中では最高であった
が，新梢長については， 15週で 80cm末満(第6図，写
真 1-4)，展葉着生数は40葉(第7図)であり，ニワザ
クラ台上の場合よりやや劣る傾向か認められた.
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Table 5 The graft-take rate on Pru側 slannesiana stock by coating with graft-
tng wax 
Rootstock 
Scion Grafting No. of No. of No. of 
(P. avi叫捌 cv.) date grafted plants sprouting (%) graft-take (%) 
Prun叫S
lannesia1ω 
Satohnishiki Apr. 22 8 8(100.0) 5 (62 .5) 
W. form 
別行dis
?? ? ?
??↑
??
?
?
?
X--x Satohnishiki 
40 
30 
20 
10 
。
5 10 
Time (Wek) 
Fig. 6.Elongation of shoot length of scion (P. 
av抑制)grafted on the rootstock P. la附 esω叩
WILS. form. viridis N. (graft-take coating 
with grafti昭 wax，grafting date : Apr. 22) 
B.つぎろう塗布区とポリエチレン袋被宿区の比較:鼠
験区 1，n 
ニワウメを供試して実施したものであるが第3.6表，
第8，9図に示したように，萌芽した穂木の割合・活着
率のいずれもポリエチレン袋被袋区が優れ，また新梢長
ではつぎろう塗布区にはlOcmを越えるものが1本も
無かったのに対し，ポリエチレン袋被覆区では活着した
30本中の11本が 10cmを越えていた(写真 1-1- b).
また，新梢の伸長，展葉数の増加経過も共にポリエチレ
ン袋被袋区が優れ，特に新梢長の増加傾向が著しかった
(Leaves) 
40，-
30 
0 z 
国
;s 20 
'" ..J 
)(-ーーー-x Satohnishiki 
10 
。
5 10 15 
Time (Week) 
Fig. 7. Leafing of scion (P. avium) grafted on the 
rootstock P. lannesiana WILS. form. viridis N. 
(graft-take coating with grafting wax， graft-
ing date : Apr. 22) 
15 
両処理の環境条件の違いとしては穂木を取り巻く湿度
条件よりも温度条件の影響が考えられ，つぎろう塗布区
ではポリエチレン袋のようには光線を容易に通さない厚
さの被膜が穂、木全体を被うことにより，穂木内部の温度
が上がらず，それが新梢の生育低下をひき起こすことな
どが考えられた.
なお，このような，新梢生育の部分的改善が起こった
からといっても，新梢長最大限 30cm止まりという値
から判断する限り，この処理により，真のつぎ木親和関
係の成立についての疑問は残った.
つぎ木親和性の有無は活着率のみでは判断出来ない.
すなわち，この値はつぎ木時の条件によって，大きく変
動し，また，台木と穂木の組識の癒合が成立しないまま
単に，物理的な接触状態でもカルスを生じ，それを通し
て養水分の移動のみが可能で，それにより，穂木の芽が
生育，展業を続ける事も起こり得るからである.
今回のニワウメ台木とオウトウのつぎ木はこれに相当
するものと推測された.
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(Ieaves) 
40 r '0一一-0 Napoleon 
30 
X-x Satohnishiki 
6__D. Hokoh 
ロ--口Nanyoh。 C Zaohnishiki ・-.Tenkohoishiki 
)(.......)(' B. JabouJey 
・--・ Rockport
営 20 --w E. Francis 
• ..........• G. S Gold 
e』ha-斗e ，
10 
。
Time (Week) 
上一一一10 15 
Fig. 8. Elongation of shoot length of scion (P. a仇叫隅
cv. sJ grafted on the rootstock P. jat開化。
(covering with polyethylene bags， graft:ing 
date : Apr. 1・3)
Fig. 9. Leafing of scion (P. avium cv. s) grafted on 
the rootstock P. jatlJllica (covering with 
polyethylene bags. grafting date : Apr. 1・3)
なお，ニワザクラ台木については， 一応つぎ木親和性個体すべてがlOcmを越え(写真. 3. 4).その上活
の存在が考えられるが継続した実験が必要であろう. 着率はニワウメ6.8%，ニワザクラ11%で明らかに生育
C.穂木着生芽の制限:試験区 I，lI!， m の優位を示した.
①‘ニワウメとニワザクラ台木の比較:試験区1. ② 台木種別
N， m a ニワウメの場合:
穂木着生芽数を3芽にした場合前項A.①，②に示し 供試穂木の品種構成を揃える目的で，第3，第7両表
たように，ニワザクラ台木の穂木の伸長はニワウメ台木 について共通の穂木品種のデータのみを抽出，集計した
の場合よりも優れた生育状態を示した.これに対して 1 第8表によれば，萌芽は一芽区で僅かに勝っていたが活
芽にした場合には第7表に示したように萌芽率はニワウ 着率は3芽区の方が1芽区よりも著しく勝っていた.
メがニワザクラの場合よりも僅かに高かったが，新梢長 b.ニワザクラの場合 :
についてはその逆関係が見られ，ニワウメは活着した 5 萌芽・活着共に 1芽区よりも 3芽区が勝っていた.芽
Table 6 The graft-take rate on P開削sjatlJllica stock by covering with polyethylene bag 
Scion Grafting No. of No. of No. of 
， Sprouting shoot 
Rootstock 
(P. avium cv. s) date grafted plants sprouting (%) graft-take (%) 
length 
Ocm 0-10cm 10 壬
total (av.) 112 64(57.1) 30(26.8) 10 9 11 
Napoleon Apr. 3 13 6( 46.2) 2 (15.4) O 1 1 
Satohnishiki イシ イシ 12 8 ( 66.7) 3(25.0) 。 宮 1 
Hokkoh イシ イシ 10 3 ( 30.0) 1(10.0) O O 1 
Prunus Nanyoh 。 1 11 5 ( 45.5) 3(27.3) 1 2 O 
jatlJllica Rockport 。。 11 1 ( 9.1) 1 ( 9.1) O O 1 
B. jabouley 。 3 11 11 (100.0) 6(54.5) 1 O 5 
Zaohnishiki 。 1 11 11 (100.0) 5(45.5) 3 O 2 
Tenkohnishiki イシ 3 11 o ( 0.0) O( 0.0) O O O 
Emp. Francis イシ 1 12 11 ( 91. 7) 7(58.3) 4 3 O 
G. Stark Gold 。 3 10 8( 80.0) 2(20.0) 1 1 O 
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Table 7 The graft-take on the Prn附 sjaprmica and glandulosa stock by limiting to one bud number on 
sClOn 
115 
Scion Grafting No. of No. of No. of 
Sprouting shoot 
Rootstock 
(P. avi叫mcv. s) sprouti昭(%) graft-take (%) 
length 
date grafted plants 
Ocm 0-10cm 10~ 
total (av.) 73 41(56.2) 5 ( 6.8) 2 3 O 
Napoleon Apr. 12 10 5 (50.0) O( 0.0) 。 O O 
Satohnist】iki 。。 11 6 (54. 5) 1 ( 9.1) O 1 O 
Prn削 S
Nanyoh 10 6(60.0) o ( 0.0) 。。 O 。。
japrmica 
Rockport 。 イシ 10 7(70.0) 1(10.0) 1 O O 
Zaohnishiki 。。 12 6(50.0) 1 ( 8.3) O 1 O 
Emp. Francis 。" 10 4(40.0) 2 (20 .0) 1 1 O 
G. Stark Gold 。 イシ 10 7(70.0) o ( 0.0) O O O 
total 82 37(45.1) 9(11.0) O 2 7 
Napoleon Apr. 12 11 2 (18. 2) o ( 0.0) O O O 
Satohnishiki 。。 10 6(60.0) 2 (20.0) O O 2 
Prnnus 
Nanyoh 12 6(50.0) o ( 0.0) O O 。イシ 。
glandulosa 
Rockport イシ 。 10 5(50.0) 2 (30.0) O 1 1 
Zaohnishiki ク 。 16 11 (68.8) 4(25.0) O 1 3 
Emp. Francis 。。 11 2 (18.2) 1 ( 9.1) O O 1 
G. Stark Gold 。。 12 5 (41. 7) O( 0.0) 。 O O 
Table 8 The graft-take rate on Prn削 sJap開問 and gl側 dulosastock by limiting to 1 or 3 bud number 
on scion (by mean value about P. avium 8 cultivars) 
Sprouting shoot 
No. of buds Grafting No. of No. of No. of 
Rootstock 
per SlOn date grafted plants sprouting (%) graft-take (%) 
length 
Ocm 0-10cm 10孟
P.ja抑lica 3 buds May 28-29 87 46(52.9) 22(25.3) 8 14 O 
P. japrmica 1 bud Apr. 12 73 41 (56.2) 5 ( 6.8) 2 3 O 
P. gland叫losa 1 bud Apr. '" 82 37(45.1) 9(11.0) 。 2 7 
P. glanduiosa 3 buds Apr. 18-22 79 53(67.1) 10 (12.7) 。 2 81 
数を制限する事により，単一の芽に必要な養水分を集中 という面からは，初めから芽の除去を実施することによ
的に供給して，萌芽・新梢伸長ならびに展葉の改善を計 りかえってこれらの生長調整物質の生成が抑制され，そ
ろうとしたが，むしろ一芽区よりは3芽区の方が好成績 のためにこのような結果がもたらされたものと推測され
で，その芽数制限処理は期待したものとは逆の結論が得 た.
られた茅数制限は単に養水分の供給という点からは有 D.つぎ木実結時期の遣い:鼠験区1.VI 
利であるとしても，穂木内部に含まれるジベレリンなど ニワウメを供試して実施したもので3月28，29日と 5
新梢の生長に影響を及ぽす，内生の生長調整物質の消長 月13-18日の 2固に分けて行った.
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Table 9 The graft-take rate on P仰抑制japrmicastock by coating with grafting wax 
Rootstock 
Scion Grafting No. of No. of No. of 
(P. avi附 tcv. s) date grafted plants sprouting (%) graft-take (%) 
total (av.) 93 63 ( 67.7) 0(0.0) 
Napoleon May 13 10 10(100.0) 0(0.0) 
Satohnishiki 。16 10 10(100.0) 0(0.0) 
Nanyoh イシ イシ 10 2( 20.0) 0(0.0) 
Prunus 
Rockport イシ 18 11 8 ( 72.7) 0(0.0) 
japrmica 
B. Jabouley 。13 10 10 (100.0) 0(0.0) 
Zaohnishiki イシ 18 11 3( 27.3) 0(0.0) 
Tenkohnishiki イシ 13 10 o ( 0.0) 0(0.0) 
Emp. Francis イシ 16 10 9 ( 90.0) 0(0.0) 
G. Stark Gold 。 ク 11 11(100.0) 0(0.0) 
5月つぎ木のものでは萌芽率は67.7%(第9表)と 3月 進んだ段階で，処理法は無視し各つぎ木組合せについて
つぎ木のもの50.4%(第3表)より若干高い値を示したが活着部を解剖j調査した結果を写真一3に示したこれに
その活着率は 0%で3月つぎ木の活着率19.8%と比べて よるとニワウメ台木につがれた甘果オウトウにあって
極端に悪かった. は，例外なく 1のようにつぎ穂接合部はつぎ木時と殆ど
なお，活着率19.8%とあまり高い値を示さなかったの 変らない形のまま容易に台木接合部から判別することが
は，つぎ木親和性の関係することが推定される.即ち， 出来，穂木と台木は木部の連絡を形成しないままに終っ
親和性のあるつぎ木組合せの場合には少々つぎ木適期よ た.
り後にずれても，高温下で速やかな，台木・穂木両者の 両者の間には様々な程度に発達したカルス組織が充填
接着面組織の癒合と活着が起こり，通導組織の形成に至 され，一部，渡部ら (1988)11)がリンゴのつぎ木癒合部
るまで吸水と蒸散の最低限のバランスが保たれるのに対 の観察で指摘している管状要素(vascularelement). あ
し，親和性の低い組合せの場合には，幹の切断直後，根 るいは SIMONS. R. K.ら 7)の言っている管状組織
圧により押し上げられる水分が接着菌付近に比較的潤沢 (vascular tissue)に相当すると考えられる繊維状の組織
に供給される為，萌芽，展葉のみ進むものの，接着面の に変化したものも認められたが，台木，穂木問でのつぎ
癒合が不十分で、あるため，展葉した葉からの蒸散に水分 木活着が成立しているとは考えられない状況であった.
供給が追いつかないまま急速に枯死に至ったものと恩わ これに対して，ニワザクラ台木およびアオパザクラ台
れる. 木は，観察した全ての個体において写真3. 2 -4に示
一方，これらの時期より早い適期のつぎ木にあっては， したように，台木側の木部と穂木側の木部が新に形成さ
気温があまり上がらないので，切断による断面部分への れた癒合組織の木化を介して連結し，元の穂木は変形す
根圧に伴う溢泌量も少なく，また，穂、木の休眠覚醒の程 るかまたは新生の木部の中に埋まり原型を見いだすこと
度が低く，穂木の芽内部の生育もあまり進んでいないの は困難であった.
で，つぎ木後の展葉は比較的緩慢に進み，展葉した時点 このことから，ニワウメの場合は先にも述べた通り，
で活着面においてカルスの癒合が十分に進み，吸水，蒸 親和性がないまま台木と穂木は単に物理的に接合するこ
散のバランスが良好に保たれ活着率が向上したものと思 とで若干の生育を見たものの，活着を期待することは殆
われる. ど不可能と考えられるのに対して，ニワザクラの場合は
E.つぎ木活着部の解剖調査結果 アオパザクラ台木と同程度かむしろそれ以上に木部同士
以上の結果から，穂木甘果オウトウに対してはニワウ の連結は良好で、あるところから，両者間には親和性の存
メは不親和性を，ニワザクラは親和性を示すことが推定在する可能性が推定された.
されたが，この点をさらに確認する目的で，十分生育の
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Photo. 3. Results of anatomical observations of the graft union in some graft combination. 
(Scion/Rootstock) 
1. Pω似mcv. 'Satohnishiki'lp. jat開町α
Xylems of stock and scion do not unite each other， and there are calluses and vascular elements 
or tissues between them. 
2. P. avium cv.‘Zaohnishiki'lp. gl仰 dulosa
2. P. avium cv. 'Satohnishiki'lP. glandulosa 
4. P. a例 U刑 cv.'Satohnishiki'lp. lannesiana 
In photo. 2-4 both xylems of stock and scion unite each at the part‘UN¥ 
Rs rootstock， Sc : scion， B bark. Co : cortex， Ca : cal¥us tissues， V : vascular tissues or elements， 
UN : union part of rootstock and scion 
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摘 要
甘果オウトウのわい性台木の探索を目的として，サク
ラ亜属. Microcerasus節に属する種ニワウメ，ニワザ
クラのつぎ木親和性を，対照区植物アオパザクラも含め
て比較を行った.
その結果，つぎのようなことが明らかとなった.
(1) 穂木甘果オウトウを台木ニワウメにつぎ木した場
合，つぎ木当年の活着およぴ穂木の生育は悪く，親和性
は極めて低いものと推測された.
(2) 同じ穂木をニワザクラにつぎ木した場合，活着率
は必ずしも高くはなかったが，活着した穂木のその後の
生育は極めて良好で，アオパザクラをしのぎ，新梢の長
さが1メートルを越えるものもあった.
しかしながらこのつぎ木組合せにあっては著しい台負
2)別所英男・土屋七朗・増田哲男・小森貞男.1989. 
オウトウわい性台木探索.昭和63年度果樹試盛岡支
場試験研究年報:44-45. 
3)巡万鈎.1985.被子植物.中国樹木志.第2巻
4)片岡郁男・杉浦明・苫名孝.1988. Microcera 
susを中心とする Prunus属果樹の種間交雑.国学
雑 56: 398-407. 
5)佐竹正行. 1987. オウトウの低樹高栽培ーわい性台
木一昭和62年度果樹課題別研究会農水省果樹試
編.落葉果樹の低樹高栽培の現状と問題点.18-21. 
6) SCHMIDT. H. and W. GRUPPE. 1988. Breeding dwarfing 
rootstocks for sweet cherries. Hort Science. 23 (1) 
112-114. 
7) SIMONS. R. K. and C. CHU. 1985. Graft union charac. 
teristics of M. 26 apple rootstock combined with 'Red 
けも伴っていた Delicious'strains-Morphological and anatomical de. 
(3) つぎ木の方法あるいはつぎ木条件の改善を目的と velopment. Sci. Hort. 25 : 49-59. 
して 2-3の試みをした結果，次のようなことが明らか 8)鈴木洋・樋浦巌・佐藤葉.1990.オウトウ (P.
となった.
1.つぎ木時げ被袋処理はつぎろう処理よりも有効で
あった.
2.穂木上の芽数制限の効果については1芽区は3芽
区に比べて低い成績であった.
3. 3 -5月のつぎ木時期のうち最も高い活着を示し
たのは3月下旬であり. 5月に入ってからのつぎ
木は著しい成積の低下をもたらした
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